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文責 校長 田中裕子 

  災害被害に遭われた方々に対しまして心からお見舞い申し上げます 

 本日もまだ雨が続いている地域があるとのことで、ここ佐賀の晴天を有り難く思いつつも、被災された 

方々の生活が一日も早く元に戻りますよう願わざるを得ません。 

さて、今週は月曜火曜と緊急メールにて送迎をお願いしたり、下校時刻の変更をお知らせしたりと保護 

者の皆様にご協力をお願いしました。幸いなことに両日ともに大きな混乱なく、無事に子ども達を帰宅させ

ることができましたことにお礼申し上げます。 

特に、焦る気持ちもおありでしょうが、西門ではルールに従い、一方通行や２台ずつの停車等粛々と

進めてくださり、安心して交通整理ができます。本当に助かっております。また、昨日は送迎車を西門で交

通整理しているとドンドンという音がどこからか聞こえてきました。「？」と思ってキョロキョロすると車の中から

窓をたたく子ども達でした。何人もの子供たちがそうやって帰り際に手を振ってくれることで、気持ちがすっ

と軽くなっています。（＾。＾） 

 保護者の皆様のご親族や知人の方にも被災された方がおられると思います。コロナ禍に続く災害に自

然の脅威を思い知らされます。今何をすべきなのか・・向き合わされているように感じます。 
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いします。 

 

 

 ～お礼～ 

教師の指導に関するアンケート、いじめアン 

ケート、図書のペアカード、学校アンケートと

ご記入をお願いすることが多々ありましたが、い

ずれも今後の教育活動に生かして参ります。

お時間をとっていただき、有り難うございまし

た。今月中にまとめたものをお知らせいたしま

す。ご要望に可能な限りおこたえしていく所存

です。今後ともよろしくお願いします。 

全校朝会 ～心のスイッチとブレーキについて～ 

 先日の全校朝会は４ヶ月ぶりに講堂で行いましたが、

高学年の子ども達がまず話を聞く雰囲気を作ってくれた

ことが、静かに最後まで話を聞けたことにつながったと思い

ます。そして、初めて全校朝会に講堂で臨んだ 1 年生

が、落ち着いて最初から最後まで難しい話にも関わらず、

耳を傾けてくれたことが挙げられます。 

 今回は心の中にある心のスイッチとブレーキを自分でコ

ントロールできるようになってほしいと話しました。どうすれば

スイッチやブレーキを切りかえられるようになるのでしょうと問

いかけ、 

１ やらなければならないことをしなかったら、やってはいけ

ないことをやったらどうなるか先を考えること 

２ 周りの人がどう感じるのか、どういう気持ちになるのか

考えること 

３ 自分にとっていいことなのかを考えること 

特に 3 つ目を大事にしてほしいとお願いしました。 

 会後に書いてもらった西郷タイムの感想には、 

「今までがまんできなかったことが自分のため、みんなのた

めということに気づきました。」「一人ができていないとみんな

の授業がおくれるとは思っていなかった。ことの重大さがわ

かりました」（６年）など、自分のことを見つめ、これからのこ

とをがんばっていきたいという趣旨の文章がたくさん見られ

ました。真剣に書いてくれた子ども達の素直さ、振り返る

力に感心しました。この力がメタ認知力、理性へとつなが

っていきます。心の片隅に残っていけばと願っています。 

 
 



 


